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「寂
じゃく
日
にちぼう
房御

ご
書
しょ
」

　かかる者の弟
で し

子檀
だん

那
な

と

ならん人
ひとびと

々は、宿
しゅく

縁
えん

ふか

しと思
おも

って、日
にちれん

蓮と同
おな

じ

く法
ほ け

華経
きょう

を弘
ひろ

むべきなり。

法
ほ け

華経
きょう

の行
ぎょう

者
じゃ

といわれぬ

ること、はや不
ふ

祥
しょう

なり、

ま
免

ぬかれがたき身
み

なり。

　　（御書新版１２７０ページ・御書全集９０３ページ）

　このような日蓮の弟
で し
子檀

だん
那
な
と

なる人々は、宿
しゅく
縁
えん
が深いと思っ

て、日蓮と同じく法華経を弘
ひろ
め

るべきである。（末
まっぽう
法の悪

あく
世
せ
で、

あなたたちが）法華経の行
ぎょう
者
じゃ
と

言われていることは、もはや（世
間の基

き
準
じゅん
からいえば）不

ふ
運
うん
なこ

とであり、免
まぬか
れがたい身である。

使命の自
じ
覚
かく
が成長の鍵

かぎ

　みなさんこんにちは、サンです！　一緒に御書を
学んで心をポカポカにしよう♪
　「寂

じゃく
日
にちぼう
房御

ご
書
しょ
」は、１２７９年（弘安２年）９月、

日蓮大聖人が安
あ わ
房（千葉県南部）方面に住んでいた

とされる門下に対し、寂
じゃく
日
にちぼう
房を介

かい
して送られたお手

紙です。
　この御文の前で大聖人は、御自身が悪世末法に妙
法を弘める地

じ ゆ
涌の菩

ぼ
薩
さつ
のリーダーの自

じ
覚
かく
に立って

戦ってきたと述べられています。そして「宿
しゅく
縁
えん
ふか

し」と、大聖人と門下は過去世からの誓いのままに
生まれてきたことを示し、同じ心で妙法を弘めるよ
うに呼びかけられているんだ。
　どうして大聖人は、「あなたには過去からの深い
使命があるんですよ」と呼びかけられたんだろう？　
それは、偉大な信心をしている自覚を促

うなが
されてい

るからなんだ。この御書は、弟子の成長と幸福を
信じ、期待する師匠の真心が詰まったお手紙なん
だよ。
　例えば、部活やクラスで「自分にはこんな役割や

責任があるんだ」と思えれば、自分のためにも、み
んなのためにも頑張れるよね。それが使命を自覚す
る大切さなんだ。
　私たちは、深い使命を自覚し、題目を唱

とな
えて目の

前の課題に挑戦していくことで、必ず大きな力を発
はっ

揮
き
していける。その大切な「鍵

かぎ
」は、すでに持って

いるんだよ。
　アメリカの公

こうにん
認会計士になるために勉強していた

あるメンバーは、「自分なんかにできるのか」と悩
なや
ん

でいたんだけど、先輩から、「一緒に祈って、必ず合
格して、池田先生に報告しよう」と励

はげ
まされたの。

その後、さまざまな指導を読むたびに、先生の真心
を感じるように。そして彼は、自分の使命を果たそ
うと努力した結果、困

こんなん
難を乗

の
り越

こ
え、合格すること

ができたんだ！
　池田先生は語っています。
　「未来に羽ばたく使命を自覚するとき、才能の芽は、
急速に伸びることができる」
　私たち一人一人には、必ず偉

い
大
だい
な使命がある。そ

のことを自覚して、今日からまた、元気に頑張ろう！


